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(57)【要約】

【課題】食品廃棄物中に含まれる熱エネルギーの回収率

を向上させるとともに、処理時に発生する残渣である固

形分の処理が容易であるエタノール製造方法を提供する

。

【解決手段】家庭から出る生ゴミ、流通段階で廃棄され

る廃食品、給食や病院での廃食材を含む混合廃棄物を破

砕選別器を用いて砕き、固形分を残渣として除去後、糖

化器にて酵素を添加することにより、廃油を糖化液中に

遊離させ、デンプンをブドウ糖にして水に溶ける状態に

し、３相式遠心分離装置にて、油分、水溶液分および固

形分の３相に分離したうちの水溶液分のみを発酵工程に

供給し、油分を回収することを特徴とするエタノール及

び油の回収・製造方法。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

　 家 庭 か ら 出 る 生 ゴ ミ 、 流 通 段 階 で 廃 棄 さ れ る 廃 食 品 、 給 食 や 病 院 で の 廃 食 材 を 含 む 混 合

廃 棄 物 を 破 砕 選 別 器 を 用 い て 砕 き 、 固 形 分 を 残 渣 と し て 除 去 後 、 糖 化 器 に て 酵 素 を 添 加 す

る こ と に よ り 、 廃 油 を 糖 化 液 中 に 遊 離 さ せ 、 デ ン プ ン を ブ ド ウ 糖 に し て 水 に 溶 け る 状 態 に

し 、 ３ 相 式 遠 心 分 離 装 置 に て 、 油 分 、 水 溶 液 分 お よ び 固 形 分 の ３ 相 に 分 離 し た う ち の 水 溶

液 分 の み を 発 酵 工 程 に 供 給 し 、 油 分 を 回 収 す る こ と を 特 徴 と す る エ タ ノ ー ル 及 び 油 の 回 収

・ 製 造 方 法 。

【 請 求 項 ２ 】

　 前 記 糖 化 器 に 、 酵 素 と し て リ パ ー ゼ を 添 加 す る こ と に よ り 固 形 物 中 に 残 留 し た 油 分 を 分

解 し 、 前 記 ３ 相 分 離 で の 回 収 油 量 を 増 加 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の エ タ ノ ー

ル 及 び 油 の 回 収 ・ 製 造 方 法 。

【 請 求 項 ３ 】

　 前 記 ３ 相 式 遠 心 分 離 装 置 で 分 離 し な か っ た 水 溶 液 中 に 含 ま れ る 固 形 物 を 、 メ ッ シ ュ が 0.

1m m～ 10m mの ス ク リ ー ン を 用 い て 除 去 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記

載 の エ タ ノ ー ル 及 び 油 の 回 収 ・ 製 造 方 法 。

【 請 求 項 ４ 】

　 前 記 ３ 相 式 遠 心 分 離 装 置 の 前 段 で 、 フ ィ ル タ ー 式 の 圧 搾 機 、 振 動 ふ る い 装 置 、 パ ン チ ン

グ メ タ ル 及 び 網 を 用 い て プ ラ ス チ ッ ク 、 紙 、 袋 、 割 り 箸 、 金 属 、 甲 殻 類 な ど の 夾 雑 物 を 分

離 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ 請 求 項 ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の エ タ ノ ー ル 及 び 油 の

回 収 ・ 製 造 方 法 。

【 請 求 項 ５ 】

　 複 数 種 類 の 糖 分 、 塩 分 、 SS分 (懸 濁 固 形 物 分 )を 含 む 前 記 糖 化 液 の 濃 度 を 、 Brix計 (屈 折

計 )を 用 い て 測 定 し 、 該 濃 度 が 規 定 値 の 範 囲 に 制 御 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ 請 求

項 ４ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の エ タ ノ ー ル 及 び 油 の 回 収 ・ 製 造 方 法 。

【 請 求 項 ６ 】

　 前 記 ３ 相 式 遠 心 分 離 装 置 で 固 形 分 と し て 分 離 し た 残 渣 を 、 食 品 廃 棄 物 以 外 の 廃 棄 物 を 焼

却 ま た は 溶 融 す る 廃 棄 物 処 理 設 備 に て 処 理 し 、 そ の 際 に 発 生 す る 廃 熱 を 回 収 し た 蒸 気 を 、

前 記 ３ 相 式 遠 心 分 離 装 置 の 後 段 の 濃 縮 工 程 、 蒸 留 工 程 に 利 用 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項

１ ～ 請 求 項 ５ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の エ タ ノ ー ル 及 び 油 の 回 収 ・ 製 造 方 法 。

【 請 求 項 ７ 】

　 前 記 ３ 相 式 遠 心 分 離 装 置 で 固 形 分 と し て 分 離 し た 残 渣 中 の 水 分 を 温 風 通 気 乾 燥 、 好 気 発

酵 熱 を 用 い た 乾 燥 装 置 に て 乾 燥 処 理 し た 後 、 焼 却 も し く は 溶 融 処 理 す る こ と を 特 徴 と す る

請 求 項 １ ～ 請 求 項 ６ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の エ タ ノ ー ル お よ び 油 の 回 収 ・ 製 造 方 法 。

【 請 求 項 ８ 】

　 前 記 ３ 相 式 遠 心 分 離 装 置 で 固 形 分 と し て 分 離 し た 残 渣 を 、 嫌 気 発 酵 し 、 回 収 し た 可 燃 ガ

ス を 廃 棄 物 の 焼 却 も し く は 溶 融 熱 源 、 ま た は エ タ ノ ー ル プ ラ ン ト の 加 熱 蒸 気 源 と し て 用 い

る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ 請 求 項 ７ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の エ タ ノ ー ル お よ び 油 の 回

収 ・ 製 造 方 法 。

【 請 求 項 ９ 】

　 前 記 蒸 留 工 程 で エ タ ノ ー ル と 分 離 さ れ た 水 溶 液 を 、 前 記 糖 化 工 程 に 用 い る 加 水 液 と し て

再 利 用 し 、 残 り の 水 溶 液 を 廃 棄 物 の 焼 却 も し く は 溶 融 工 程 で 噴 霧 処 理 す る こ と を 特 徴 と す

る 請 求 項 ６ に 記 載 の エ タ ノ ー ル 及 び 油 の 回 収 ・ 製 造 方 法 。

【 請 求 項 １ ０ 】

　 前 記 ３ 相 式 遠 心 分 離 装 置 に て 分 離 し て 得 ら れ た 油 分 を 油 水 分 離 、 ろ 過 の い ず れ か 若 し く

は 双 方 の 工 程 に よ り 処 理 し た 後 に 再 生 油 燃 料 と し て 利 用 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～

請 求 項 ９ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の エ タ ノ ー ル 及 び 油 の 回 収 ・ 製 造 方 法 。

【 請 求 項 １ １ 】

　 前 記 再 生 油 燃 料 を 隣 接 す る 廃 棄 物 を 焼 却 ま た は 溶 融 す る 廃 棄 物 処 理 設 備 の 燃 料 と し て 利

用 し 、 前 記 廃 棄 物 処 理 設 備 で 使 用 す る 化 石 燃 料 を 削 減 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ 請
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求 項 １ ０ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の エ タ ノ ー ル 及 び 油 の 回 収 ・ 製 造 方 法 。

【 請 求 項 １ ２ 】

　 前 記 ３ 相 式 遠 心 分 離 装 置 に て 分 離 し て 得 ら れ た 油 分 を エ ス テ ル 交 換 反 応 、 亜 臨 界 処 理 、

熱 処 理 等 に よ っ て バ イ オ デ ィ ー ゼ ル 燃 料 の 原 料 と し て 利 用 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １

～ 請 求 項 １ ０ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の エ タ ノ ー ル 及 び 油 の 回 収 ・ 製 造 方 法 。

【 請 求 項 １ ３ 】

　 前 記 油 分 に 混 入 し て い る 遊 離 脂 肪 酸 を 、 触 媒 と し て 濃 硫 酸 を 添 加 し ア ル コ ー ル と 反 応 さ

せ る こ と に よ り エ ス テ ル 化 す る か 、 も し く は イ オ ン 交 換 樹 脂 を 触 媒 と し て ア ル コ ー ル と 反

応 さ せ る こ と に よ り エ ス テ ル 化 し 、 遊 離 脂 肪 酸 濃 度 を 低 減 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １

～ 請 求 項 １ ２ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の エ タ ノ ー ル 及 び 油 の 回 収 ・ 製 造 方 法 。

【 請 求 項 １ ４ 】

　 前 記 エ ス テ ル 交 換 お よ び ／ ま た は 前 記 エ ス テ ル 化 工 程 に 用 い る ア ル コ ー ル と し て 前 記 プ

ロ セ ス で 精 製 し た エ タ ノ ー ル を 用 い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ２ ま た は 請 求 項 １ ３ に 記

載 の エ タ ノ ー ル 及 び 油 の 回 収 ・ 製 造 方 法 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 食 品 廃 棄 物 を 糖 化 、 発 酵 、 お よ び 、 蒸 留 し て エ タ ノ ー ル を 製 造 す る エ タ ノ ー

ル 及 び 油 を 回 収 し て 製 造 す る 方 法 に 関 す る 。

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 こ こ で い う 食 品 廃 棄 物 に は 、 家 庭 か ら 出 る 生 ゴ ミ 、 食 品 工 場 か ら 出 る 食 品 系 産 業 廃 棄 物

、 流 通 段 階 で 廃 棄 さ れ る 廃 食 品 （ 廃 菓 子 、 コ ン ビ ニ 等 か ら 回 収 さ れ た 賞 味 期 限 切 れ の 食 材

、 レ ス ト ラ ン 等 か ら 排 出 さ れ る 食 べ 残 し ） 、 給 食 や 病 院 等 で の 廃 食 材 、 需 給 調 整 や 生 産 の

段 階 で 糖 度 を 上 げ る 為 に 除 去 さ れ た 果 実 な ど 、 人 間 が 食 用 に 生 産 ・ 加 工 ・ 調 理 ・ 飲 食 す る

段 階 で 発 生 し た あ ら ゆ る 廃 棄 物 を 含 む も の で あ る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 具 体 的 に は 、 食 品 廃 棄 物 か ら エ タ ノ ー ル 及 び 油 を 回 収 し て 製 造 す る 方 法 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 生 ご み な ど の 食 品 廃 棄 物 中 に は 、 ご 飯 、 パ ン 、 麺 類 な ど の 炭 水 化 物 、 六 単 糖 、 五 単 糖 な

ど が 存 在 し 、 こ れ を エ タ ノ ー ル 発 酵 さ せ て 液 体 燃 料 で あ る エ タ ノ ー ル を 製 造 す る リ サ イ ク

ル シ ス テ ム が 構 築 で き る こ と が 知 ら れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 そ の 方 法 は デ ン プ ン な ど の 糖 源 を 含 む 有 機 廃 棄 物 を 回 収 し 、 糖 化 す る こ と に よ り 単 糖 化

し て 、 エ タ ノ ー ル 発 酵 酵 母 を 添 加 し 、 数 時 間 か ら 数 ヵ 月 後 程 度 で 糖 が す べ て 消 費 さ れ て か

ら 、 エ タ ノ ー ル 発 酵 液 を 蒸 留 し て エ タ ノ ー ル を 分 離 精 製 す る 。 エ タ ノ ー ル 純 度 を ９ ９ ％ 以

上 に す る た め に は 、 共 沸 や 無 水 化 膜 を 利 用 す る 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 食 品 廃 棄 物 か ら エ タ ノ ー ル を 製 造 す る 方 法 に つ い て は 従 来 か ら 種 々 の 提 案 が な さ れ て い

る 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 例 え ば 、 特 開 2007-111590号 公 報 （ 下 記 特 許 文 献 １ ） に は 、 生 ゴ ミ を 粉 砕 し て 粉 砕 物 を

生 成 す る ス テ ッ プ と 、 粉 砕 物 の デ ン プ ン 濃 度 を 調 整 し 糖 化 酵 素 を 加 え 糖 化 処 理 水 を 生 成 す

る ス テ ッ プ と 、 糖 化 処 理 水 に 予 め 培 養 し た Zymomonas mobilisの 種 菌 を 接 種 し て ア ル コ ー

ル 発 酵 さ せ 、 も ろ み を 生 成 す る ス テ ッ プ と 、 も ろ み を 蒸 留 し て エ タ ノ ー ル を 回 収 す る ス テ

ッ プ と を 含 む 。 ４ ５ ％ を 超 え る 対 ブ ド ウ 糖 転 換 率 が 得 ら れ 、 生 ゴ ミ か ら 効 率 よ く エ タ ノ ー

ル を 生 産 で き 、 我 が 国 に お け る ガ ソ リ ン 添 加 用 エ タ ノ ー ル 生 産 に 資 す る こ と に よ り 、 生 ゴ

ミ を 原 料 と し 、 し か も 高 い 効 率 で エ タ ノ ー ル を 回 収 で き る 方 法 が 記 載 さ れ て い る 。
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【 ０ ０ ０ ８ 】

　 ま た 、 特 開 2005-65695号 公 報 （ 下 記 特 許 文 献 ２ ） に は 、 デ ン プ ン 質 を 含 む 原 料 を 用 い 、

発 酵 に よ り エ タ ノ ー ル を 製 造 す る 方 法 に お い て 、 前 記 原 料 か ら ペ レ ッ ト を 形 成 す る ペ レ ッ

ト 形 成 工 程 と 、 前 記 ペ レ ッ ト に 麹 菌 を 接 種 し て 糖 化 ペ レ ッ ト を 得 る 糖 化 工 程 と 、 前 記 糖 化

ペ レ ッ ト と 酵 母 と 水 と か ら 構 成 さ れ る 発 酵 も ろ み の 発 酵 開 始 時 の 水 分 含 量 を ３ ０ ～ ６ ０ 重

量 ％ に 調 整 し て 固 体 発 酵 を 行 う 固 体 発 酵 工 程 と 、 を 備 え た こ と に よ り 、 固 体 発 酵 法 に よ る

新 規 ア ル コ ー ル 生 成 方 法 お よ び シ ス テ ム を 開 発 し 、 ア ル コ ー ル 生 成 過 程 に お い て 廃 液 を 排

出 し な い エ タ ノ ー ル の 製 造 方 法 及 び エ タ ノ ー ル 製 造 シ ス テ ム が 記 載 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 ま た 、 特 開 2006-325577号 公 報 （ 下 記 特 許 文 献 ３ ） に は 、 ア ル コ ー ル 生 産 部 お よ び 廃 液

処 理 ・ 利 用 部 を 備 え 、 ア ル コ ー ル 生 産 部 、 糖 化 部 、 濃 縮 部 、 第 １ 発 酵 部 、 蒸 留 部 お よ び 脱

水 部 を 有 し 、 バ イ オ マ ス 原 料 （ 生 ご み ） か ら ア ル コ ー ル （ 燃 料 用 ア ル コ ー ル ） を 生 成 す る

。 糖 化 部 で は 、 生 ご み 中 に 生 息 す る 微 生 物 に よ り 乳 酸 が 生 成 し て 糖 化 液 の ｐ Ｈ が 低 く な る

。 濃 縮 部 で は 、 濃 縮 糖 化 液 の 全 糖 濃 度 が １ ０ ０ ｇ ／ ｌ 以 上 ３ ０ ０ ｇ ／ ｌ 以 下 の 範 囲 に 濃 縮

さ れ る と 共 に 濃 縮 糖 化 液 の ｐ Ｈ が 乳 酸 の 濃 縮 に よ り ４ ． ０ 近 辺 に な る こ と に よ り 、 生 ご み

を 有 効 利 用 す る と 共 に 、 酒 製 造 で 使 用 さ れ て い る Saccharomyces cerevisiaeに 属 す る 酵 母

を 用 い て も 殺 菌 、 ｐ Ｈ 調 整 お よ び 酵 母 へ の 栄 養 源 の 添 加 等 が 不 要 で あ り 、 か つ 、 効 率 良 く

ア ル コ ー ル を 生 成 す る こ と が で き る シ ス テ ム が 記 載 さ れ て い る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 し か し 、 上 記 の 特 許 文 献 1～ ３ に 記 載 さ れ た 従 来 の エ タ ノ ー ル 製 造 方 法 で は 、 糖 化 液 中

に 含 ま れ る 油 分 に よ っ て 配 管 が 詰 ま る 場 合 が あ り 、 生 ご み に 含 ま れ る で ん ぷ ん の 熱 回 収 率

が 低 下 す る と い う 問 題 点 が あ っ た 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 ま た 、 従 来 の エ タ ノ ー ル 化 リ サ イ ク ル で は 有 機 廃 棄 物 中 の 糖 分 を エ タ ノ ー ル の 原 料 と す

る た め 、 糖 分 以 外 の 物 質 は す べ て 残 渣 と し て 排 出 さ れ る と い う 問 題 点 が あ っ た 。

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 2007-111590号 公 報

【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 2005-65695号 公 報

【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 2006-325577号 公 報

【 発 明 の 開 示 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ １ ２ 】

　 本 発 明 は 、 前 述 の よ う な 従 来 技 術 の 問 題 点 を 解 決 し 、 食 品 廃 棄 物 中 に 含 ま れ る 熱 エ ネ ル

ギ ー の 回 収 率 を 向 上 さ せ る と と も に 、 処 理 時 に 発 生 す る 残 渣 で あ る 固 形 分 の 処 理 が 容 易 で

あ る エ タ ノ ー ル 製 造 方 法 を 提 供 す る こ と を 課 題 と す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ １ ３ 】

　 本 発 明 は 、 前 述 の 課 題 を 解 決 す る た め に 鋭 意 検 討 の 結 果 、 糖 化 液 、 発 酵 液 、 ま た は 、 蒸

留 廃 液 の う ち い ず れ か の 固 液 分 離 工 程 に お い て 、 油 分 、 水 溶 液 分 、 お よ び 、 固 形 分 の ３ 相

に 分 離 す る ３ 相 式 遠 心 分 離 装 置 を 用 い る こ と に よ り 食 品 廃 棄 物 中 に 含 ま れ る 熱 エ ネ ル ギ ー

の 回 収 率 を 向 上 さ せ る と と も に 、 処 理 時 に 発 生 す る 残 渣 で あ る 固 形 分 の 処 理 が 容 易 で あ る

エ タ ノ ー ル 製 造 方 法 を 提 供 す る も の で あ り 、 そ の 要 旨 と す る と こ ろ は 特 許 請 求 の 範 囲 に 記

載 し た と お り の 下 記 内 容 で あ る 。

（ １ ） 家 庭 か ら 出 る 生 ゴ ミ 、 流 通 段 階 で 廃 棄 さ れ る 廃 食 品 、 給 食 や 病 院 で の 廃 食 材 を 含 む

混 合 廃 棄 物 を 破 砕 選 別 器 を 用 い て 砕 き 、 固 形 分 を 残 渣 と し て 除 去 後 、 糖 化 器 に て 酵 素 を 添

加 す る こ と に よ り 、 廃 油 を 糖 化 液 中 に 遊 離 さ せ 、 デ ン プ ン を ブ ド ウ 糖 に し て 水 に 溶 け る 状

態 に し 、 ３ 相 式 遠 心 分 離 装 置 に て 、 油 分 、 水 溶 液 分 お よ び 固 形 分 の ３ 相 に 分 離 し た う ち の

水 溶 液 分 の み を 発 酵 工 程 に 供 給 し 、 油 分 を 回 収 す る こ と を 特 徴 と す る エ タ ノ ー ル 及 び 油 の

回 収 ・ 製 造 方 法 。

（ ２ ） 前 記 糖 化 器 に 、 酵 素 と し て リ パ ー ゼ を 添 加 す る こ と に よ り 固 形 物 中 に 残 留 し た 油 分

を 分 解 し 、 前 記 ３ 相 分 離 で の 回 収 油 量 を 増 加 す る こ と を 特 徴 と す る （ １ ） に 記 載 の エ タ ノ
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ー ル 及 び 油 の 回 収 ・ 製 造 方 法 。

（ ３ ） 前 記 固 ３ 相 式 遠 心 分 離 装 置 で 分 離 し な か っ た 水 溶 液 中 に 含 ま れ る 固 形 物 を 、 メ ッ シ

ュ が 0.1m m～ 10m mの ス ク リ ー ン を 用 い て 除 去 す る こ と を 特 徴 と す る （ １ ） ま た は （ ２ ） に

記 載 の エ タ ノ ー ル 及 び 油 の 回 収 ・ 製 造 方 法 。

（ ４ ） 前 記 ３ 相 式 遠 心 分 離 装 置 の 前 段 で 、 フ ィ ル タ ー 式 の 圧 搾 機 、 振 動 ふ る い 装 置 、 パ ン

チ ン グ メ タ ル 及 び 網 を 用 い て プ ラ ス チ ッ ク 、 紙 、 袋 、 割 り 箸 、 金 属 、 甲 殻 類 な ど の 夾 雑 物

を 分 離 す る こ と を 特 徴 と す る （ １ ） ～ （ ３ ） の い ず れ か 一 項 に 記 載 の エ タ ノ ー ル 及 び 油 の

回 収 ・ 製 造 方 法 。

（ ５ ） 複 数 種 類 の 糖 分 、 塩 分 、 SS分 (懸 濁 固 形 物 分 )を 含 む 前 記 糖 化 液 の 濃 度 を 、 Brix計 (

屈 折 計 )を 用 い て 測 定 し 、 該 濃 度 が 規 定 値 の 範 囲 に 制 御 す る こ と を 特 徴 と す る （ １ ） ～ （

４ ） の い ず れ か 一 項 に 記 載 の エ タ ノ ー ル 及 び 油 の 回 収 ・ 製 造 方 法 。

（ ６ ） 前 記 ３ 相 式 遠 心 分 離 装 置 で 固 形 分 と し て 分 離 し た 残 渣 を 、 食 品 廃 棄 物 以 外 の 廃 棄 物

を 焼 却 ま た は 溶 融 す る 廃 棄 物 処 理 設 備 に て 処 理 し 、 そ の 際 に 発 生 す る 廃 熱 を 回 収 し た 蒸 気

を 、 前 記 ３ 相 式 遠 心 分 離 装 置 の 後 段 の 濃 縮 工 程 、 蒸 留 工 程 に 利 用 す る こ と を 特 徴 と す る （

１ ） ～ （ ５ ） の い ず れ か 一 項 に 記 載 の エ タ ノ ー ル 及 び 油 の 回 収 ・ 製 造 方 法 。

（ ７ ） 前 記 ３ 相 式 遠 心 分 離 装 置 で 固 形 分 と し て 分 離 し た 残 渣 中 の 水 分 を 温 風 通 気 乾 燥 、 好

気 発 酵 熱 を 用 い た 乾 燥 装 置 に て 乾 燥 処 理 し た 後 、 焼 却 も し く は 溶 融 処 理 す る こ と を 特 徴 と

す る （ １ ） ～ （ ６ ） の い ず れ か 一 項 に 記 載 の エ タ ノ ー ル お よ び 油 の 回 収 ・ 製 造 方 法 。

（ ８ ） 前 記 ３ 相 式 遠 心 分 離 装 置 で 固 形 分 と し て 分 離 し た 残 渣 を 、 嫌 気 発 酵 し 、 回 収 し た 可

燃 ガ ス を 廃 棄 物 の 焼 却 も し く は 溶 融 熱 源 、 ま た は エ タ ノ ー ル プ ラ ン ト の 加 熱 蒸 気 源 と し て

用 い る こ と を 特 徴 と す る （ １ ） ～ （ ７ ） の い ず れ か 一 項 に 記 載 の エ タ ノ ー ル お よ び 油 の 回

収 ・ 製 造 方 法 。

（ ９ ） 前 記 蒸 留 工 程 で エ タ ノ ー ル と 分 離 さ れ た 水 溶 液 を 、 前 記 糖 化 工 程 に 用 い る 加 水 液 と

し て 再 利 用 し 、 残 り の 水 溶 液 を 廃 棄 物 の 焼 却 も し く は 溶 融 工 程 で 噴 霧 処 理 す る こ と を 特 徴

と す る （ ６ ） に 記 載 の エ タ ノ ー ル 及 び 油 の 回 収 ・ 製 造 方 法 。

（ １ ０ ） 前 記 ３ 相 式 遠 心 分 離 装 置 に て 分 離 し て 得 ら れ た 油 分 を 油 水 分 離 、 ろ 過 の い ず れ か

若 し く は 双 方 の 工 程 に よ り 処 理 し た 後 に 再 生 油 燃 料 と し て 利 用 す る こ と を 特 徴 と す る （ １

） ～ （ ９ ） の い ず れ か 一 項 に 記 載 の エ タ ノ ー ル 及 び 油 の 回 収 ・ 製 造 方 法 。

（ １ １ ） 前 記 再 生 油 燃 料 を 隣 接 す る 廃 棄 物 を 焼 却 ま た は 溶 融 す る 廃 棄 物 処 理 設 備 の 燃 料 と

し て 利 用 し 、 前 記 廃 棄 物 処 理 設 備 で 使 用 す る 化 石 燃 料 を 削 減 す る こ と を 特 徴 と す る （ １ ）

～ （ １ ０ ） の い ず れ か 一 項 に 記 載 の エ タ ノ ー ル 及 び 油 の 回 収 ・ 製 造 方 法 。

（ １ ２ ） 前 記 ３ 相 式 遠 心 分 離 装 置 に て 分 離 し て 得 ら れ た 油 分 を エ ス テ ル 交 換 反 応 、 亜 臨 界

処 理 、 熱 処 理 等 に よ っ て バ イ オ デ ィ ー ゼ ル 燃 料 の 原 料 と し て 利 用 す る こ と を 特 徴 と す る （

１ ） ～ （ １ ０ ） の い ず れ か 一 項 に 記 載 の エ タ ノ ー ル 及 び 油 の 回 収 ・ 製 造 方 法 。

（ １ ３ ） 前 記 油 分 に 混 入 し て い る 遊 離 脂 肪 酸 を 、 触 媒 と し て 濃 硫 酸 を 添 加 し ア ル コ ー ル と

反 応 さ せ る こ と に よ り エ ス テ ル 化 す る か 、 も し く は イ オ ン 交 換 樹 脂 を 触 媒 と し て ア ル コ ー

ル と 反 応 さ せ る こ と に よ り エ ス テ ル 化 し 、 遊 離 脂 肪 酸 濃 度 を 低 減 す る こ と を 特 徴 と す る （

１ ） ～ （ １ ２ ） の い ず れ か 一 項 に 記 載 の エ タ ノ ー ル 及 び 油 の 回 収 ・ 製 造 方 法 。

（ １ ４ ） 前 記 エ ス テ ル 交 換 お よ び ／ ま た は 前 記 エ ス テ ル 化 工 程 に 用 い る ア ル コ ー ル と し て

前 記 プ ロ セ ス で 精 製 し た エ タ ノ ー ル を 用 い る こ と を 特 徴 と す る （ １ ２ ） ま た は （ １ ３ ） に

記 載 の エ タ ノ ー ル 及 び 油 の 回 収 ・ 製 造 方 法 。

＜ 作 用 ＞

（ １ ） の 発 明 に よ れ ば 、 食 品 廃 棄 物 は 一 般 に 数 ％ の 油 分 を 含 み 、 配 管 閉 塞 や 発 酵 阻 害 な ど

の 原 因 と な る が 、 こ れ を 回 避 で き る 。 回 収 し た 油 分 は 、 植 物 油 を 主 成 分 と す る 高 発 熱 量 の

燃 料 で あ り 、 燃 料 等 に 有 効 利 用 す る こ と が で き る 。 例 え ば 糖 化 工 程 と 発 酵 工 程 の 間 で 水 溶

液 分 か ら ３ 相 分 離 に よ り 油 分 、 及 び 固 形 分 を 分 離 回 収 し 、 液 分 を 発 酵 部 に 送 る こ と に よ り

、 糖 化 槽 は 一 般 に ６ ０ ℃ 以 上 の 高 温 で 保 持 さ れ る た め に 、 油 の 粘 度 が 低 く 、 回 収 が 容 易 で

あ る こ と 、 後 工 程 の 発 酵 工 程 で 油 分 が エ タ ノ ー ル 発 酵 を エ タ ノ ー ル 発 酵 を 阻 害 す る た め 、

そ の 阻 害 要 因 を 事 前 に 除 去 で き る こ と 、 以 降 の 工 程 で の 配 管 閉 塞 を 防 止 で き る こ と に よ り

、 メ リ ッ ト が よ り 大 き く な る 。
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【 ０ ０ １ ４ 】

　 ま た 、 一 般 家 庭 で は 天 ぷ ら や 炒 め 物 に 使 用 し た 植 物 油 は 、 新 聞 紙 ・ キ ッ チ ン ペ ー パ ー で

吸 収 さ れ た 後 、 も し く は 脂 肪 酸 を 主 成 分 と す る 固 化 材 を 添 加 し て 寒 天 状 に 固 め た あ と 、 可

燃 ご み と し て 捨 て ら れ て い る の が 大 部 分 で 有 り 、 家 庭 か ら の 回 収 は 一 部 ス テ ー シ ョ ン で の

回 収 に 留 ま っ て お り 、 廃 油 と し て の 回 収 率 は 低 い 。

（ ２ ） の 発 明 に よ れ ば 、 固 形 物 に 付 着 し た 油 分 や 、 固 体 状 の 油 分 を 酵 素 と し て リ パ ー ゼ を

添 加 す る こ と に よ り 分 解 で き る の で 、 油 の 回 収 率 を 更 に 上 げ る こ と が 可 能 と な る 。

（ ３ ） の 発 明 に よ れ ば 、 ３ 相 式 遠 心 分 離 装 置 で 分 離 し な か っ た 固 形 物 を 、 メ ッ シ ュ が 0.1m

m～ 10m mの ス ク リ ー ン を 用 い て 除 去 す る の で 後 工 程 の 濃 縮 、 発 酵 、 蒸 留 工 程 等 の 運 転 阻 害

要 因 と な ら な い 。

（ ４ ） の 発 明 に よ れ ば 、 ３ 相 式 遠 心 分 離 装 置 の 前 段 で 、 フ ィ ル タ ー 式 の 圧 搾 機 、 振 動 ふ る

い 装 置 、 パ ン チ ン グ メ タ ル 及 び 網 を 用 い て プ ラ ス チ ッ ク 、 紙 、 袋 、 割 り 箸 、 金 属 、 甲 殻 類

な ど の 夾 雑 物 を 分 離 す る の で 破 砕 選 別 機 で は 完 全 に 除 去 す る こ と の で き な い 夾 雑 物 を 分 離

す る こ と が で き る 。

（ ５ ） の 発 明 に よ れ ば 、 複 数 の 種 類 の 糖 分 、 塩 分 、 SS分 (懸 濁 固 形 物 分 )等 を 含 む 前 記 糖 化

液 の 濃 度 を 、 Brix計 (屈 折 計 )を 用 い て 測 定 ・ 管 理 す る の で 、 複 数 原 料 の 混 合 比 率 の 調 整 や

、 糖 化 液 の 濃 縮 工 程 を 設 け る 場 合 に は そ の 濃 縮 度 を 変 化 さ せ る こ と に よ り 、 濃 度 管 理 を 正

確 に 行 う こ と が で き る 。 そ れ に よ り 、 発 酵 状 況 を 安 定 的 に 継 続 す る こ と が 可 能 と な る 。 （

６ ） の 発 明 に よ れ ば 、 前 記 ３ 相 式 遠 心 分 離 装 置 や 各 部 設 け た ス ク リ ー ン 、 脱 水 機 等 で 固 形

分 と し て 分 離 し た 残 渣 を 、 食 品 廃 棄 物 以 外 の 廃 棄 物 を 焼 却 ま た は 溶 融 す る 廃 棄 物 処 理 設 備

に て 併 せ て 処 理 し 、 そ の 際 に 発 生 す る 廃 熱 を 回 収 し た 蒸 気 を 、 前 記 ３ 相 式 遠 心 分 離 装 置 の

後 段 の 濃 縮 工 程 、 蒸 留 工 程 に 利 用 す る こ と が で き る 。 廃 棄 物 発 電 に お い て は 、 蒸 気 の 持 つ

熱 エ ネ ル ギ ー を 利 用 し 、 電 気 に 変 換 し て い る が そ の 発 電 効 率 は 高 々 ３ ５ ％ 程 度 と 低 く 、 そ

の 大 部 分 は 蒸 気 を 水 に 凝 縮 す る と き に 凝 縮 水 と し て 熱 ロ ス す る 。 し か し な が ら 、 本 発 明 で

濃 縮 や 蒸 留 工 程 で 必 要 な 熱 レ ベ ル は １ ０ ０ ℃ 程 度 で あ り 、 従 来 熱 ロ ス す る し か な か っ た 廃

熱 を 用 い て 、 取 り 扱 い が 容 易 で 保 存 の し や す い 液 体 燃 料 と し て 取 り 出 す こ と が 出 来 る の で

エ ネ ル ギ ー 効 率 的 に 非 常 に 優 れ て い る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 ま た 、 前 記 残 渣 は 例 え 脱 水 機 を 用 い て 機 械 的 に 絞 っ た と し て も 含 水 率 は ７ ０ ％ 以 上 で あ

り 、 そ の ま ま で は 焼 却 ・ 溶 融 す る 場 合 に 別 途 外 部 燃 料 が 必 要 と な っ た り 、 廃 熱 回 収 す る 蒸

気 比 率 が 低 く 留 ま る 。

（ ７ ） の 発 明 に よ れ ば 、 ６ ０ ℃ 以 上 の 低 レ ベ ル 廃 熱 を 用 い た 通 気 乾 燥 や 、 食 品 廃 棄 物 中 に

含 ま れ る 微 生 物 （ 新 た に 種 菌 を 加 え て も 当 然 良 い が ） の 発 酵 熱 を 用 い た 好 気 乾 燥 を 組 み 合

わ せ る こ と に よ り 、 外 部 燃 料 を 新 た に 加 え る こ と な く 、 水 分 を 大 幅 に 低 減 す る こ と が で き

る 。 よ っ て 、 隣 接 し た 焼 却 も し く は 溶 融 設 備 で 新 た な 外 部 燃 料 を 使 用 す る 必 要 が 無 く 、 ま

た 廃 熱 回 収 す る 蒸 気 比 率 を 高 く す る こ と が で き る 。

（ ８ ） の 発 明 に よ れ ば 、 前 記 残 渣 を 嫌 気 状 態 に 保 っ た 状 態 で 、 食 品 廃 棄 物 に 含 ま れ る 微 生

物 (新 た に 種 菌 を 加 え て も 当 然 良 い が )の 働 き で 、 メ タ ン を 主 成 分 と す る 可 燃 性 ガ ス を 回 収

す る こ と が で き る 。 こ の 技 術 は 、 可 溶 化 さ れ た 原 料 を 固 形 分 濃 度 が １ ０ ％ 程 度 で 、 ３ ５ ℃

以 上 の 温 度 に 保 持 し 、 タ ン ク 内 で 攪 拌 す る こ と に よ り 微 生 物 の 活 動 が 活 発 化 す る が 、 本 発

明 の 残 渣 は 既 に 可 溶 化 し て お り 、 蒸 留 廃 液 等 を 添 加 す る こ と に よ り 新 た な 水 ・ 燃 料 を 加 え

る こ と な く 容 易 に 発 酵 を 行 う こ と が で き る 。 ま た 、 回 収 し た メ タ ン 等 の 可 燃 性 ガ ス は 、 隣

接 し た 焼 却 も し く は 溶 融 設 備 の 外 部 燃 料 代 替 と し て 用 い る こ と が で き る 。 更 に は 、 可 燃 ガ

ス を 用 い た 独 立 の ガ ス エ ン ジ ン 発 電 機 や ガ ス タ ー ビ ン 発 電 機 、 蒸 気 発 生 器 に よ る 廃 熱 蒸 気

の ス ー パ ヒ ー ト 等 を 用 い る こ と に よ り 、 所 内 の 電 力 や 蒸 気 の 一 部 を ま か な う こ と が 可 能 と

な る 。

（ ９ ） の 発 明 に よ れ ば 、 蒸 留 廃 液 の 一 部 を 糖 化 工 程 に 加 水 液 と し て 再 利 用 す る こ と に よ り

、 廃 液 を 少 な く す る こ と が で き 、 更 に は 糖 化 工 程 に 必 要 な 熱 （ ６ ０ ℃ ） を ま か な う こ と が

で き る 。 ま た 、 さ ら に 廃 液 は 有 機 分 を 含 み 処 理 せ ず そ の ま ま 廃 水 と し て 流 す こ と は で き な

い が 、 隣 接 す る 焼 却 炉 や 溶 融 炉 の 高 温 部 分 に 噴 霧 す る こ と に よ り 、 有 機 分 は 燃 焼 無 害 化 す
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る こ と が 可 能 と な る 。

（ １ ０ ） の 発 明 に よ れ ば 、 前 記 ３ 相 式 遠 心 分 離 装 置 に て 分 離 し て 得 ら れ た 油 分 を 油 水 分 離

、 ろ 過 の い ず れ か 若 し く は 双 方 の 工 程 に よ り 処 理 し た 後 に 再 生 油 燃 料 と し て 利 用 す る こ と

が で き る 。

（ １ １ ） の 発 明 に よ れ ば 、 前 記 再 生 油 燃 料 を 隣 接 す る 廃 棄 物 を 焼 却 ま た は 溶 融 す る 廃 棄 物

処 理 設 備 の 燃 料 と し て 利 用 し 、 前 記 廃 棄 物 処 理 設 備 で 使 用 す る 化 石 燃 料 を 削 減 す る 。 ま た

、 焼 却 処 理 し 、 燃 焼 に よ っ て 発 生 す る 廃 熱 を 蒸 気 と し て 回 収 後 、 蒸 気 タ ー ビ ン を 用 い て 発

電 す る 時 の 例 え ば 抽 気 蒸 気 を 用 い て 、 前 記 食 品 廃 棄 物 の 濃 縮 工 程 、 蒸 留 工 程 に 利 用 す る こ

と が で き る 。

（ １ ２ ） の 発 明 に よ れ ば 、 前 記 ３ 相 式 遠 心 分 離 装 置 に て 分 離 し て 得 ら れ た 油 分 は 、 植 物 油

を 主 成 分 と す る 油 で あ り 、 以 下 の 処 理 を 行 う こ と に よ り デ ィ ー ゼ ル 油 相 当 と し て 使 用 す る

こ と が 可 能 と な る こ と が わ か っ た 。 （ ａ ） 一 つ の 方 法 は ア ル カ リ 処 理 法 で あ り 、 K O H、 NaO

Hを 触 媒 と し て 、 ア ル コ ー ル を 本 発 明 で 得 ら れ た 原 料 で あ る 油 分 に 添 加 す る こ と に よ っ て

、 脂 肪 酸 と グ リ セ リ ン に 分 解 で き る 。 （ エ ス テ ル 交 換 反 応 ） 。 得 ら れ た 脂 肪 酸 は 、 グ リ セ

リ ン と ア ル カ リ 触 媒 を 除 去 し た 後 、 デ ィ ー ゼ ル 油 相 当 と し て 使 用 可 能 で あ る 。 （ ｂ ） も う

一 つ の 方 法 と し て 亜 臨 界 法 が あ る 。 亜 臨 界 法 は 、 原 料 の 油 分 を 亜 臨 界 状 態 に す る こ と に よ

り 、 油 分 は 分 解 さ れ て グ リ セ リ ン と 脂 肪 酸 に 分 解 さ れ る 。 こ の 方 法 に よ れ ば 原 料 が 比 較 的

汚 い 場 合 で も 特 段 の 前 処 理 無 く 分 解 可 能 な こ と で あ る 。

（ １ ３ ） の 発 明 に よ れ ば 、 本 発 明 で 得 ら れ た 油 分 に は 遊 離 脂 肪 酸 が 混 入 し て お り 、 そ の ま

ま で は ア ル カ リ 触 媒 に よ っ て セ ッ ケ ン を 生 成 す る た め 、 エ ス テ ル 交 換 反 応 を 行 う 前 に 事 前

除 去 が 必 要 で あ る 。 濃 硫 酸 を 触 媒 と し て ア ル コ ー ル と 反 応 さ せ る こ と に よ り 、 遊 離 脂 肪 酸

は エ ス テ ル 化 す る こ と が で き る 。 そ の う え で （ １ ４ ） で 示 す よ う に ア ル カ リ 触 媒 で ア ル コ

ー ル と 反 応 さ せ る こ と に よ り 、 セ ッ ケ ン 成 分 を 生 じ る こ と な く デ ィ ー ゼ ル 油 を 作 る こ と が

で き る 。 同 様 に 、 イ オ ン 交 換 樹 脂 を 用 い て 遊 離 脂 肪 酸 を エ ス テ ル 化 す る こ と も 可 能 で あ る

。 ま た 、 イ オ ン 交 換 樹 脂 の 組 合 せ に よ り 、 エ ス テ ル 交 換 ま で 行 う こ と も 技 術 的 に は 可 能 で

あ る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 エ ス テ ル 化 反 応 お よ び /ま た は エ ス テ ル 交 換 反 応 に 用 い る ア ル コ ー ル に つ い て は 、 一 般

的 に メ タ ノ ー ル が 知 ら れ て い る 。 メ タ ノ ー ル は 、 石 油 か ら 合 成 す る こ と が 一 般 的 で あ り 、

バ イ オ マ ス か ら 作 成 す る （ バ イ オ マ ス を ガ ス 化 し 合 成 ガ ス か ら 触 媒 に よ り メ タ ノ ー ル 合 成

す る ） こ と は 技 術 的 に は 可 能 で あ る が 、 高 圧 条 件 下 で 技 術 的 困 難 性 も 高 い 。

（ １ ４ ） の 発 明 に よ れ ば 、 食 品 廃 棄 物 か ら 製 造 さ れ た エ タ ノ ー ル を バ イ オ デ ィ ー ゼ ル 精 製

の 副 原 料 と し て 用 い る こ と が 可 能 と な り 、 バ イ オ マ ス 由 来 の 原 料 で 全 て デ ィ ー ゼ ル 油 を 製

造 す る こ と が 可 能 と な る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 上 記 反 応 は 、 一 般 的 に 水 分 の 混 入 に よ り 効 率 が 低 下 す る が 、 蒸 留 後 に 無 水 化 （ 膜 分 離 、

Ｐ Ｓ Ａ 、 も し く は 共 沸 蒸 留 に よ る ） し た 無 水 エ タ ノ ー ル を 用 い る こ と が 可 能 で あ る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ ８ 】

　 本 発 明 に よ れ ば 、 糖 化 液 、 発 酵 液 、 ま た は 、 蒸 留 廃 液 の う ち い ず れ か の 固 液 分 離 工 程 に

お い て 、 油 分 、 水 溶 液 分 、 お よ び 、 固 形 分 の ３ 相 に 分 離 す る ３ 相 式 遠 心 分 離 装 置 を 用 い る

こ と に よ り 食 品 廃 棄 物 中 に 含 ま れ る 熱 エ ネ ル ギ ー の 回 収 率 を 向 上 さ せ る と と も に 、 処 理 時

に 発 生 す る 残 渣 で あ る 固 形 分 の 処 理 が 容 易 で あ る エ タ ノ ー ル 及 び 油 を 回 収 し て 製 造 す る 方

法 を 提 供 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 ま た 、 焼 却 （ 溶 融 ） 炉 の 回 収 蒸 気 を 有 効 に 利 用 す る こ と で 、 エ タ ノ ー ル 製 造 コ ス ト を 下

げ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 さ ら に 残 渣 の 焼 却 熱 を エ タ ノ ー ル 製 造 に 利 用 す る こ と が で き る う え 、 再 生 油 燃 料 と し て

利 用 で き る な ど 、 産 業 上 有 用 な 著 し い 効 果 を 奏 す る 。
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【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】

【 ０ ０ ２ １ 】

　 本 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 お よ び 実 施 例 に つ い て 図 １ ～ 図 ６ を 用 い て 詳 細 に 説

明 す る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 図 １ ～ 図 ４ に お い て 、 １ は 生 ご み 、 ２ は 破 砕 選 別 器 、 ３ は 糖 化 器 、 ４ は ス ク リ ー ン 、 ５

は ３ 相 遠 心 分 離 装 置 、 ６ は ス ク リ ー ン 、 ７ は 濃 縮 器 、 ８ は 発 酵 器 、 ９ は 蒸 留 器 、 １ ０ は 膜

分 離 器 、 １ １ は エ タ ノ ー ル 、 １ ２ は 残 渣 （ 固 形 分 ） 、 １ ３ は 油 分 、 １ ４ は 蒸 気 、 １ ５ は ガ

ス 化 溶 融 炉 、 １ ６ は 廃 液 、 １ ７ は 再 生 油 化 処 理 、 １ ８ は 燃 料 化 処 理 を 示 し 、 同 じ 要 素 に つ

い て は 同 じ 記 号 を 用 い る こ と に よ り 説 明 の 重 複 を 避 け る 。

＜ 第 １ の 実 施 形 態 ＞

　 図 １ は 、 本 発 明 の エ タ ノ ー ル 製 造 方 法 の 第 １ の 実 施 形 態 を 例 示 す る 図 で あ る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 ま ず 、 生 ご み １ を 破 砕 選 別 器 ２ を 用 い て 砕 き 、 固 形 分 を 残 渣 １ ２ と し て 除 去 し た 後 、 糖

化 器 ３ に て グ リ コ ー ル ア ミ ラ ー ゼ な ど の 酵 素 を 添 加 し て 約 ６ ０ ℃ に 保 持 す る こ と に よ り 、

デ ン プ ン を ブ ド ウ 糖 に し て 水 に 溶 け る 状 態 に す る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 次 に 、 ス ク リ ー ン ４ に て 、 フ ィ ル タ ー 式 の 圧 搾 機 、 振 動 ふ る い 装 置 、 パ ン チ ン グ メ タ ル

及 び 網 を 用 い て プ ラ ス チ ッ ク 、 紙 、 袋 、 割 り 箸 、 金 属 、 甲 殻 類 な ど の 夾 雑 物 を 分 離 し 残 渣

１ ２ と し て 除 去 し た 後 、 ３ 相 式 遠 心 分 離 装 置 ５ に て 、 油 分 、 水 溶 液 分 、 お よ び 、 固 形 分 の

３ 相 に 分 離 し 、 固 形 分 を 残 渣 １ ２ と し て 除 去 す る 。 分 離 さ れ た 油 分 １ ３ は ガ ス 化 溶 融 炉 １

５ の 燃 料 と し て 使 用 す る こ と が で き る う え 、 水 溶 液 分 に は 油 分 が 含 ま れ て い な い の で 、 配

管 に 油 分 が 付 着 し て 水 溶 液 の 配 管 が 詰 ま る 心 配 が な く 、 エ タ ノ ー ル 製 造 設 備 の 熱 効 率 の 低

下 を 防 止 す る こ と が で き る 。 な お 、 糖 化 器 ３ の 直 後 に お け る 糖 化 液 の 温 度 は ２ ８ ℃ 以 上 で

あ る の で 、 油 分 の 流 動 性 を 高 め て 分 離 回 収 を 容 易 に す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 次 に 、 ス ク リ ー ン ６ に て 、 固 液 分 離 工 程 で 分 離 し な か っ た 固 形 物 を 、 メ ッ シ ュ （ 目 開 き

） が 0.1m m～ 10m mの ス ク リ ー ン を 用 い て 除 去 し 、 残 渣 １ ２ と し て 除 去 し た 後 、 濃 縮 器 ７ に

て 約 １ ６ ０ ℃ に 加 熱 し て 濃 度 約 １ ５ W T％ の ブ ド ウ 糖 水 溶 液 を 生 成 し た 後 、 発 酵 器 ８ に て 酵

母 菌 が ブ ド ウ 糖 を 食 べ て 濃 度 約 ７ ． ５ W T％ の エ タ ノ ー ル を 生 成 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 本 発 明 に お い て は 、 濃 縮 器 ７ の 有 無 ・ 熱 源 は 問 わ な い が 、 ガ ス 化 溶 融 炉 １ ５ の 発 電 設 備

に 用 い る 約 ２ ０ ０ ℃ の 中 低 温 の 抽 気 蒸 気 １ ４ を 用 い る こ と に よ り エ ネ ル ギ ー 効 率 を 向 上 さ

せ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 ま た 、 例 え ば 糖 化 工 程 と 発 酵 工 程 の 間 で 水 溶 液 分 か ら ３ 相 分 離 に よ り 油 分 、 及 び 固 形 分

を 分 離 回 収 し 、 液 分 を 発 酵 部 に 送 る こ と に よ り 、 糖 化 槽 は 一 般 に ６ ０ ℃ 以 上 の 高 温 で 保 持

さ れ る た め に 、 油 の 粘 度 が 低 く 、 回 収 が 容 易 で あ る こ と 、 後 工 程 の 発 酵 の 阻 害 要 因 を 事 前

に 除 去 で き る こ と 、 以 降 の 工 程 で の 配 管 閉 塞 を 防 止 で き る こ と に よ り 、 メ リ ッ ト が よ り 大

き く な る 。

　 ま た 、 古 米 や 木 質 系 糖 化 物 な ど の 糖 源 を 付 加 し て 、 エ タ ノ ー ル 発 酵 を 利 用 す る こ と が 可

能 で あ る 。 こ れ は 一 般 的 な エ タ ノ ー ル 発 酵 に お い て 原 材 料 費 の 半 分 を 占 め る と 言 わ れ る 窒

素 源 を 安 価 に 確 保 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 原 料 と し て 、 食 品 廃 棄 物 に 廃 油 を 寒 天 状 に

固 め た も の や 新 聞 紙 に 吸 わ せ た も の を 加 え て 用 い 、 糖 化 部 で ６ ０ ℃ 以 上 の 温 度 で １ ２ 時 間

以 上 保 持 ・ 攪 拌 す る こ と に よ り 、 従 来 回 収 で き な か っ た 廃 油 を 食 品 廃 棄 物 と 同 一 の 回 収 ル

ー ト に 乗 せ る こ と が で き 、 回 収 の 手 間 を 大 幅 に 省 く こ と が で き 、 回 収 率 が 大 幅 に 向 上 す る

。 さ ら に 、 糖 化 部 で ６ ０ ℃ 以 上 の 温 度 で １ ２ 時 間 以 上 攪 拌 ・ 保 持 す る こ と に よ り 、 新 聞 紙

に 溶 け 込 ん だ 植 物 油 は 糖 化 液 中 に 大 部 分 が 溶 け 出 し 、 ま た 寒 天 状 に 固 め た 油 は ６ ０ ℃ 程 度

で 液 状 に 変 換 す る こ と が で き る の で 、 以 後 の 工 程 で 簡 単 に 油 と し て 回 収 す る こ と が 可 能 と

な る 。
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【 ０ ０ ２ ８ 】

　 ま た 、 固 形 物 に 付 着 し た 油 分 を リ パ ー ゼ を 添 加 す る こ と に よ り 分 解 す る こ と が で き る の

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

で 、 油 の 回 収 率 を 更 に 上 げ る こ と が 可 能 と な る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 ま た 、 前 記 固 液 分 離 工 程 等 で 固 形 分 と し て 分 離 し た 残 渣 中 の 水 分 を 温 風 通 気 乾 燥 、 好 気

発 酵 熱 を 用 い た 乾 燥 装 置 に て 乾 燥 処 理 し た 後 、 前 記 廃 棄 物 処 理 装 置 に て 焼 却 も し く は 溶 融

処 理 し て 、 ６ ０ ℃ 以 上 の 低 レ ベ ル 廃 熱 を 用 い た 通 気 乾 燥 や 、 食 品 廃 棄 物 中 に 含 ま れ る 微 生

物 （ 新 た に 種 菌 を 加 え て も 当 然 良 い が ） の 発 酵 熱 を 用 い た 好 気 乾 燥 を 組 み 合 わ せ る こ と に

よ り 、 外 部 燃 料 を 新 た に 加 え る こ と な く 、 水 分 を 大 幅 に 低 減 す る こ と が で き る 。 よ っ て 、

隣 接 し た 焼 却 も し く は 溶 融 設 備 で 新 た な 外 部 燃 料 を 設 け る 必 要 が 無 く 、 廃 熱 回 収 す る 蒸 気

比 率 を 高 く す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 ま た 、 前 記 固 液 分 離 工 程 等 で 固 形 分 と し て 分 離 し た 残 渣 を 、 嫌 気 発 酵 し 、 回 収 し た 可 燃

ガ ス を 前 記 廃 棄 物 処 理 装 置 の 焼 却 も し く は 溶 融 熱 源 、 ま た は エ タ ノ ー ル プ ラ ン ト の 加 熱 蒸

気 源 と し て 用 い る こ と に よ り 、 前 記 残 渣 を 嫌 気 状 態 に 保 っ た 状 態 で 、 食 品 廃 棄 物 に 含 ま れ

る 微 生 物 (新 た に 種 菌 を 加 え て も 当 然 良 い が )の 働 き で 、 メ タ ン を 主 成 分 と す る 可 燃 性 ガ ス

を 回 収 す る こ と が で き る 。 こ の 技 術 は 、 可 溶 化 さ れ た 原 料 を 固 形 分 濃 度 が １ ０ ％ 程 度 で 、

３ ５ ℃ 以 上 の 温 度 に 保 持 し 、 タ ン ク 内 で 攪 拌 す る こ と に よ り 微 生 物 の 活 動 が 活 発 化 す る が

、 本 発 明 の 残 渣 は 既 に 可 溶 化 し て お り 、 蒸 留 廃 水 等 を 添 加 す る こ と に よ り 新 た な 水 ・ 燃 料

を 加 え る こ と な く 容 易 に 発 酵 を 行 う こ と が で き る 。 ま た 、 回 収 し た メ タ ン 等 の 可 燃 性 ガ ス

は 隣 接 し た 焼 却 も し く は 溶 融 設 備 の 外 部 燃 料 代 替 と し て 用 い る こ と が で き る 。 更 に は 、 可

燃 ガ ス を 用 い た 独 立 の ガ ス エ ン ジ ン 発 電 機 や 、 蒸 気 発 生 器 等 を 用 い る こ と に よ り 、 所 内 の

電 力 や 蒸 気 の 一 部 を ま か な う こ と が 可 能 と な る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 ま た 、 前 記 蒸 留 工 程 で 濃 縮 し た 回 収 し た エ タ ノ ー ル と 分 離 さ れ た 水 溶 液 を 、 前 記 糖 化 工

程 に 用 い る 加 水 液 と し て 再 利 用 し 、 残 り の 前 記 廃 棄 物 処 理 装 置 の 焼 却 も し く は 溶 融 工 程 で

噴 霧 処 理 す る こ と に よ り 、 廃 液 を 少 な く す る こ と が で き 、 更 に は 糖 化 工 程 に 必 要 な 熱 （ ６

０ ℃ ） を ま か な う こ と が で き る 。 ま た 、 さ ら に 廃 液 は 有 機 分 を 含 み 処 理 せ ず そ の ま ま 廃 水

と し て 流 す こ と は で き な い が 、 隣 接 す る 焼 却 炉 や 溶 融 炉 の 高 温 部 分 に 噴 霧 す る こ と に よ り

、 有 機 分 は 燃 焼 無 害 化 す る こ と が 可 能 と な る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 ま た 、 エ タ ノ ー ル 発 酵 に お い て は 食 品 廃 棄 物 か ら の 糖 化 液 か ら 効 率 的 に エ タ ノ ー ル 発 酵

を 行 う た め に 、 濃 縮 器 ７ の 出 側 に 図 示 さ れ て い な い Brix計 (屈 折 計 )を 設 置 し て 複 数 種 類 の

糖 分 、 塩 分 、 SS分 (懸 濁 固 形 物 分 )を 含 む 前 記 糖 化 液 の 濃 度 を 測 定 し 、 該 濃 度 が 規 定 範 囲 に

収 ま る 様 に 原 料 の 混 合 比 率 を 変 化 さ せ た り 、 濃 縮 度 を 調 整 す る こ と に よ り 、 糖 化 液 の 濃 度

管 理 を 行 い 効 率 的 な 発 酵 を 維 持 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 エ タ ノ ー ル 発 酵 に よ り 糖 を エ タ ノ ー ル に 変 換 さ せ た あ と 、 そ の エ タ ノ ー ル 発 酵 液 か ら 蒸

留 器 ８ に よ り エ タ ノ ー ル を 分 離 し た 後 、 膜 分 離 装 置 １ ０ に よ り 約 ９ ９ ． ５ ％ 以 上 の 無 水 エ

タ ノ ー ル を 精 製 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 ま た 、 生 ご み を 利 用 す る こ と で 、 こ の と き 有 機 系 廃 棄 物 は 糖 源 だ け で な く 、 窒 素 源 や ビ

タ ミ ン 、 ミ ネ ラ ル な ど の 栄 養 源 も 含 ん で お り 、 エ タ ノ ー ル 発 酵 に 際 し て 新 た な 栄 養 源 を 添

加 す る 必 要 は な い 。 ま た 、 製 造 し た エ タ ノ ー ル は 消 毒 液 、 液 体 燃 料 、 自 動 車 燃 料 と し て 利

用 で き る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 な お 、 ガ ス 化 溶 融 炉 １ ５ の 代 わ り に 焼 却 炉 を 用 い る こ と が で き 、 ま た 焼 却 炉 や 溶 融 炉 は

既 設 の 炉 を 利 用 す る こ と も 可 能 で あ る 。

＜ 第 ２ の 実 施 形 態 ＞
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　 図 ２ は 、 本 発 明 の エ タ ノ ー ル 製 造 方 法 の 第 ２ の 実 施 形 態 を 例 示 す る 図 で あ る 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 第 ２ の 実 施 形 態 は 、 第 １ の 実 施 形 態 に お け る ス ク リ ー ン ４ 、 ３ 相 遠 心 分 離 装 置 ５ 、 お よ

び 、 ス ク リ ー ン ６ を 、 発 酵 器 ８ と 蒸 留 器 ９ の 間 に 設 置 し た も の で あ り 、 固 形 分 の 一 部 を 発

酵 器 ８ に 供 給 す る こ と に よ り 発 酵 効 率 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 な お 、 糖 化 器 ３ の 直 後

に お け る 糖 化 液 の 温 度 は ２ ８ ℃ 以 上 で あ る の で 、 油 分 の 流 動 性 を 高 め て 分 離 回 収 を 容 易 に

す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 ま た 、 ス ク リ ー ン ４ 、 ス ク リ ー ン ６ 、 お よ び 、 Brix計 (屈 折 計 )の 特 徴 に つ い て は 第 １ の

実 施 形 態 と 同 様 で あ る 。

＜ 第 ３ の 実 施 形 態 ＞

　 図 ３ は 、 本 発 明 の エ タ ノ ー ル 製 造 方 法 の 第 ３ の 実 施 形 態 を 例 示 す る 図 で あ る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 第 ３ の 実 施 形 態 は 、 第 １ の 実 施 形 態 に お け る ス ク リ ー ン ４ を 発 酵 器 ８ と 蒸 留 器 ９ の 間 に

設 置 し 、 ３ 相 遠 心 分 離 装 置 ５ 、 お よ び 、 ス ク リ ー ン ６ を 、 膜 分 離 器 １ ０ の 後 段 に 設 置 す る

こ と に よ り 、 固 形 分 の 一 部 を 発 酵 器 ８ 、 蒸 留 器 ９ 、 お よ び 、 膜 分 離 器 １ ０ に 供 給 し て エ タ

ノ ー ル 生 成 効 率 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 な お 、 蒸 留 器 ９ の 直 後 に お け る 糖 化 液 の 温 度

は ４ ０ ℃ 以 上 で あ る の で 、 油 分 の 流 動 性 を 高 め て 分 離 回 収 を 容 易 に す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 ま た 、 ス ク リ ー ン ４ 、 ス ク リ ー ン ６ 、 お よ び 、 Brix計 (屈 折 計 )の 特 徴 に つ い て は 第 １ の

実 施 形 態 と 同 様 で あ る 。

【 実 施 例 】

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 本 発 明 の エ タ ノ ー ル 製 造 方 法 を 図 ４ ～ 図 ６ に 示 す 、 ガ ス 化 溶 融 炉 に 隣 接 す る エ タ ノ ー ル

製 造 設 備 に 適 用 す る 試 験 を 行 っ た 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 エ タ ノ ー ル 製 造 設 備 か ら 発 生 す る 残 渣 １ ２ を ガ ス 化 溶 融 炉 １ ５ に て 処 理 す る 一 方 で 、 ガ

ス 化 溶 融 炉 １ ５ で 発 生 す る 約 ２ ０ ０ ℃ の 中 低 温 の 抽 気 蒸 気 を 、 エ タ ノ ー ル 製 造 設 備 の 濃 縮

器 ７ お よ び 蒸 留 器 ９ の 熱 源 と し て 使 用 す る こ と に よ り 熱 効 率 を 向 上 さ せ る こ と が で き る こ

と が 確 認 で き た 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 10ｔ /日 の 生 ご み を 用 い て エ タ ノ ー ル 400リ ッ ト ル /日 を 製 造 し た と こ ろ 、 生 ご み 中 に 含

ま れ る 熱 エ ネ ル ギ ー の 90％ を エ タ ノ ー ル と し て 回 収 す る こ と が で き 、 本 発 明 の 効 果 が 確 認

で き た 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 図 ５ お よ び 図 ６ は 、 ３ 相 遠 心 分 離 装 置 を 用 い て 分 離 し た 油 分 を 再 生 処 理 す る 実 施 例 を 示

す 図 で あ る 。

【 ０ ０ ４ ４ 】

　 図 ５ お よ び 図 ６ に 示 す よ う に 、 ３ 相 式 遠 心 分 離 装 置 ５ に て 分 離 し て 得 ら れ た 油 分 を 油 水

分 離 、 ろ 過 の い ず れ か 若 し く は 双 方 の 工 程 か ら な る 再 生 油 化 処 理 １ ７ に よ っ て 処 理 す る こ

と に よ り 、 再 生 油 燃 料 と し て 利 用 す る こ と が で き る こ と が 判 明 し た 。

【 ０ ０ ４ ５ 】

　 ま た 、 前 記 再 生 油 燃 料 を 隣 接 す る 廃 棄 物 を 焼 却 ま た は 溶 融 す る 廃 棄 物 処 理 設 備 の 燃 料 と

し て 利 用 し 、 前 記 廃 棄 物 処 理 設 備 で 使 用 す る 化 石 燃 料 を 削 減 す る 、 若 し く は 、 焼 却 処 理 し

、 燃 焼 に よ っ て 発 生 す る 廃 熱 を 用 い て 発 電 す る 時 の 抽 気 蒸 気 を 、 前 記 食 品 廃 棄 物 の 濃 縮 工

程 、 蒸 留 工 程 に 利 用 で き る こ と が 判 明 し た 。

【 ０ ０ ４ ６ 】

　 さ ら に 、 ３ 相 式 遠 心 分 離 装 置 ５ に て 分 離 し て 得 ら れ た 油 分 を エ ス テ ル 交 換 反 応 、 亜 臨 界

処 理 等 か ら な る 燃 料 化 処 理 １ ８ に よ っ て 脂 肪 酸 メ チ ル エ ス テ ル を 含 む バ イ オ デ ィ ー ゼ ル 燃

料 の 原 料 と し て 利 用 で き る こ と が 判 明 し た 。
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【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】

【 ０ ０ ４ ７ 】

　 本 発 明 に よ れ ば 、 エ タ ノ ー ル 製 造 設 備 に て 発 生 す る 残 渣 を ガ ス 化 溶 融 炉 に て 処 理 す る こ

と に よ り 容 易 に 処 理 す る こ と が で き る う え 、 エ タ ノ ー ル 製 造 設 備 で 必 用 な 熱 源 と し て 、 ガ

ス 化 溶 融 炉 の 発 電 に 用 い る 抽 気 蒸 気 を 用 い る こ と に よ り 熱 効 率 を た か め る こ と が で き る の

で 、 ガ ス 化 溶 融 炉 と エ タ ノ ー ル 製 造 設 備 を 近 接 し て 設 置 す る 場 合 に 極 め て 有 用 で あ り 、 今

後 の エ タ ノ ー ル 製 造 設 備 の 計 画 を 行 う う え で 将 来 性 が 期 待 さ れ る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ４ ８ 】

【 図 １ 】 本 発 明 の エ タ ノ ー ル 及 び 油 の 回 収 ・ 製 造 方 法 の 第 １ の 実 施 形 態 を 例 示 す る 図 　 　

で あ る 。

【 図 ２ 】 本 発 明 の エ タ ノ ー ル 及 び 油 の 回 収 ・ 製 造 方 法 の 第 ２ の 実 施 形 態 を 例 示 す る 図 　 　

で あ る 。

【 図 ３ 】 本 発 明 の エ タ ノ ー ル 及 び 油 の 回 収 ・ 製 造 方 法 の 第 ３ の 実 施 形 態 を 例 示 す る 図 　 　

で あ る 。

【 図 ４ 】 本 発 明 の エ タ ノ ー ル 及 び 油 の 回 収 ・ 製 造 方 法 の 実 施 例 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ５ 】 本 発 明 の エ タ ノ ー ル 及 び 油 の 回 収 ・ 製 造 方 法 の 実 施 例 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ６ 】 本 発 明 の エ タ ノ ー ル 及 び 油 の 回 収 ・ 製 造 方 法 の 実 施 例 を 示 す 図 で あ る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ４ ９ 】

１ 　 生 ご み

２ 　 破 砕 選 別 器

３ 　 糖 化 器

４ 　 ス ク リ ー ン

５ 　 ３ 相 遠 心 分 離 装 置

６ 　 ス ク リ ー ン

７ 　 濃 縮 器

８ 　 発 酵 器

９ 　 蒸 留 器

１ ０ 　 膜 分 離 器

１ １ 　 エ タ ノ ー ル

１ ２ 　 残 渣 （ 固 形 分 ）

１ ３ 　 油 分

１ ４ 　 蒸 気

１ ５ 　 ガ ス 化 溶 融 炉

１ ６ 　 廃 液

１ ７ 　 再 生 油 化 処 理

１ ８ 　 燃 料 化 処 理
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 手 続 補 正 書 】

【 提 出 日 】 平 成 25年 7月 11日 (2013.7.11)

【 手 続 補 正 １ 】

【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲

【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文

【 補 正 方 法 】 変 更

【 補 正 の 内 容 】

【 特 許 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

　 家 庭 か ら 出 る 生 ゴ ミ 、 流 通 段 階 で 廃 棄 さ れ る 廃 食 品 、 給 食 や 病 院 で の 廃 食 材 の い ず れ か

を 含 む 食 品 廃 棄 物 を 破 砕 選 別 器 を 用 い て 砕 き 、 固 形 分 を 残 渣 と し て 除 去 後 、 糖 化 器 に て 酵

素 を 添 加 す る こ と に よ り デ ン プ ン を ブ ド ウ 糖 に し て 水 に 溶 け る 状 態 に し 、 該 糖 化 器 の 直 後

に お け る 糖 化 液 の 温 度 を ２ ８ ℃ 以 上 と し 、 ３ 相 式 遠 心 分 離 装 置 に て 、 油 分 、 水 溶 液 分 お よ

び 固 形 分 の ３ 相 に 分 離 し た う ち の 水 溶 液 分 の み を 発 酵 工 程 に 供 給 し 、 油 分 を 回 収 す る こ と

を 特 徴 と す る エ タ ノ ー ル 及 び 油 の 回 収 ・ 製 造 方 法 。

【 請 求 項 ２ 】

　 前 記 糖 化 器 に 、 酵 素 と し て リ パ ー ゼ を 添 加 す る こ と に よ り 固 形 物 中 に 残 留 し た 油 分 を 分

解 し 、 前 記 ３ 相 分 離 で の 回 収 油 量 を 増 加 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の エ タ ノ ー

ル 及 び 油 の 回 収 ・ 製 造 方 法 。

【 請 求 項 ３ 】

　 前 記 ３ 相 式 遠 心 分 離 装 置 で 分 離 し な か っ た 水 溶 液 中 に 含 ま れ る 固 形 物 を 、 メ ッ シ ュ が 0.

1m m～ 10m mの ス ク リ ー ン を 用 い て 除 去 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記

載 の エ タ ノ ー ル 及 び 油 の 回 収 ・ 製 造 方 法 。

【 請 求 項 ４ 】

　 前 記 ３ 相 式 遠 心 分 離 装 置 の 前 段 で 、 フ ィ ル タ ー 式 の 圧 搾 機 、 振 動 ふ る い 装 置 、 パ ン チ ン
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グ メ タ ル 及 び 網 を 用 い て プ ラ ス チ ッ ク 、 紙 、 袋 、 割 り 箸 、 金 属 、 甲 殻 類 な ど の 夾 雑 物 を 分

離 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ 請 求 項 ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の エ タ ノ ー ル 及 び 油 の

回 収 ・ 製 造 方 法 。

【 請 求 項 ５ 】

　 複 数 種 類 の 糖 分 、 塩 分 、 SS分 (懸 濁 固 形 物 分 )を 含 む 前 記 糖 化 液 の 濃 度 を 、 Brix計 (屈 折

計 )を 用 い て 測 定 し 、 該 濃 度 が 規 定 値 の 範 囲 に 制 御 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ 請 求

項 ４ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の エ タ ノ ー ル 及 び 油 の 回 収 ・ 製 造 方 法 。

【 請 求 項 ６ 】

　 前 記 ３ 相 式 遠 心 分 離 装 置 で 固 形 分 と し て 分 離 し た 残 渣 を 、 食 品 廃 棄 物 以 外 の 廃 棄 物 を 焼

却 ま た は 溶 融 す る 廃 棄 物 処 理 設 備 に て 処 理 し 、 そ の 際 に 発 生 す る 廃 熱 を 回 収 し た 蒸 気 を 、

前 記 ３ 相 式 遠 心 分 離 装 置 の 後 段 の 濃 縮 工 程 、 蒸 留 工 程 に 利 用 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項

１ ～ 請 求 項 ５ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の エ タ ノ ー ル 及 び 油 の 回 収 ・ 製 造 方 法 。

【 請 求 項 ７ 】

　 前 記 ３ 相 式 遠 心 分 離 装 置 で 固 形 分 と し て 分 離 し た 残 渣 中 の 水 分 を 温 風 通 気 乾 燥 、 好 気 発

酵 熱 を 用 い た 乾 燥 装 置 に て 乾 燥 処 理 し た 後 、 焼 却 も し く は 溶 融 処 理 す る こ と を 特 徴 と す る

請 求 項 １ ～ 請 求 項 ６ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の エ タ ノ ー ル お よ び 油 の 回 収 ・ 製 造 方 法 。

【 請 求 項 ８ 】

　 前 記 ３ 相 式 遠 心 分 離 装 置 で 固 形 分 と し て 分 離 し た 残 渣 を 、 嫌 気 発 酵 し 、 回 収 し た 可 燃 ガ

ス を 廃 棄 物 の 焼 却 も し く は 溶 融 熱 源 、 ま た は エ タ ノ ー ル プ ラ ン ト の 加 熱 蒸 気 源 と し て 用 い

る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ 請 求 項 ７ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の エ タ ノ ー ル お よ び 油 の 回

収 ・ 製 造 方 法 。

【 請 求 項 ９ 】

　 前 記 蒸 留 工 程 で エ タ ノ ー ル と 分 離 さ れ た 水 溶 液 を 、 前 記 糖 化 工 程 に 用 い る 加 水 液 と し て

再 利 用 し 、 残 り の 水 溶 液 を 廃 棄 物 の 焼 却 も し く は 溶 融 工 程 で 噴 霧 処 理 す る こ と を 特 徴 と す

る 請 求 項 ６ に 記 載 の エ タ ノ ー ル 及 び 油 の 回 収 ・ 製 造 方 法 。

【 請 求 項 １ ０ 】

　 前 記 ３ 相 式 遠 心 分 離 装 置 に て 分 離 し て 得 ら れ た 油 分 を 油 水 分 離 、 ろ 過 の い ず れ か 若 し く

は 双 方 の 工 程 に よ り 処 理 し た 後 に 再 生 油 燃 料 と し て 利 用 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～

請 求 項 ９ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の エ タ ノ ー ル 及 び 油 の 回 収 ・ 製 造 方 法 。

【 請 求 項 １ １ 】

　 前 記 再 生 油 燃 料 を 隣 接 す る 廃 棄 物 を 焼 却 ま た は 溶 融 す る 廃 棄 物 処 理 設 備 の 燃 料 と し て 利

用 し 、 前 記 廃 棄 物 処 理 設 備 で 使 用 す る 化 石 燃 料 を 削 減 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ 請

求 項 １ ０ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の エ タ ノ ー ル 及 び 油 の 回 収 ・ 製 造 方 法 。

【 請 求 項 １ ２ 】

　 前 記 ３ 相 式 遠 心 分 離 装 置 に て 分 離 し て 得 ら れ た 油 分 を エ ス テ ル 交 換 反 応 、 亜 臨 界 処 理 、

熱 処 理 等 に よ っ て バ イ オ デ ィ ー ゼ ル 燃 料 の 原 料 と し て 利 用 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １

～ 請 求 項 １ ０ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の エ タ ノ ー ル 及 び 油 の 回 収 ・ 製 造 方 法 。

【 請 求 項 １ ３ 】

　 前 記 油 分 に 混 入 し て い る 遊 離 脂 肪 酸 を 、 触 媒 と し て 濃 硫 酸 を 添 加 し ア ル コ ー ル と 反 応 さ

せ る こ と に よ り エ ス テ ル 化 す る か 、 も し く は イ オ ン 交 換 樹 脂 を 触 媒 と し て ア ル コ ー ル と 反

応 さ せ る こ と に よ り エ ス テ ル 化 し 、 遊 離 脂 肪 酸 濃 度 を 低 減 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １

～ 請 求 項 １ ２ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の エ タ ノ ー ル 及 び 油 の 回 収 ・ 製 造 方 法 。

【 請 求 項 １ ４ 】

　 前 記 エ ス テ ル 交 換 お よ び ／ ま た は 前 記 エ ス テ ル 化 工 程 に 用 い る ア ル コ ー ル と し て 前 記 プ

ロ セ ス で 精 製 し た エ タ ノ ー ル を 用 い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ２ ま た は 請 求 項 １ ３ に 記

載 の エ タ ノ ー ル 及 び 油 の 回 収 ・ 製 造 方 法 。

【 手 続 補 正 ２ 】

【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書

【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ３

【 補 正 方 法 】 変 更
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【 補 正 の 内 容 】

【 ０ ０ １ ３ 】

　 本 発 明 は 、 前 述 の 課 題 を 解 決 す る た め に 鋭 意 検 討 の 結 果 、 糖 化 液 、 発 酵 液 、 ま た は 、 蒸

留 廃 液 の う ち い ず れ か の 固 液 分 離 工 程 に お い て 、 油 分 、 水 溶 液 分 、 お よ び 、 固 形 分 の ３ 相

に 分 離 す る ３ 相 式 遠 心 分 離 装 置 を 用 い る こ と に よ り 食 品 廃 棄 物 中 に 含 ま れ る 熱 エ ネ ル ギ ー

の 回 収 率 を 向 上 さ せ る と と も に 、 処 理 時 に 発 生 す る 残 渣 で あ る 固 形 分 の 処 理 が 容 易 で あ る

エ タ ノ ー ル 製 造 方 法 を 提 供 す る も の で あ り 、 そ の 要 旨 と す る と こ ろ は 特 許 請 求 の 範 囲 に 記

載 し た と お り の 下 記 内 容 で あ る 。

（ １ ） 家 庭 か ら 出 る 生 ゴ ミ 、 流 通 段 階 で 廃 棄 さ れ る 廃 食 品 、 給 食 や 病 院 で の 廃 食 材 の い ず

れ か を 含 む 食 品 廃 棄 物 を 破 砕 選 別 器 を 用 い て 砕 き 、 固 形 分 を 残 渣 と し て 除 去 後 、 糖 化 器 に

て 酵 素 を 添 加 す る こ と に よ り デ ン プ ン を ブ ド ウ 糖 に し て 水 に 溶 け る 状 態 に し 、 該 糖 化 器 の

直 後 に お け る 糖 化 液 の 温 度 を ２ ８ ℃ 以 上 と し 、 ３ 相 式 遠 心 分 離 装 置 に て 、 油 分 、 水 溶 液 分

お よ び 固 形 分 の ３ 相 に 分 離 し た う ち の 水 溶 液 分 の み を 発 酵 工 程 に 供 給 し 、 油 分 を 回 収 す る

こ と を 特 徴 と す る エ タ ノ ー ル 及 び 油 の 回 収 ・ 製 造 方 法 。

（ ２ ） 前 記 糖 化 器 に 、 酵 素 と し て リ パ ー ゼ を 添 加 す る こ と に よ り 固 形 物 中 に 残 留 し た 油 分

を 分 解 し 、 前 記 ３ 相 分 離 で の 回 収 油 量 を 増 加 す る こ と を 特 徴 と す る （ １ ） に 記 載 の エ タ ノ

ー ル 及 び 油 の 回 収 ・ 製 造 方 法 。

（ ３ ） 前 記 固 ３ 相 式 遠 心 分 離 装 置 で 分 離 し な か っ た 水 溶 液 中 に 含 ま れ る 固 形 物 を 、 メ ッ シ

ュ が 0.1m m～ 10m mの ス ク リ ー ン を 用 い て 除 去 す る こ と を 特 徴 と す る （ １ ） ま た は （ ２ ） に

記 載 の エ タ ノ ー ル 及 び 油 の 回 収 ・ 製 造 方 法 。

（ ４ ） 前 記 ３ 相 式 遠 心 分 離 装 置 の 前 段 で 、 フ ィ ル タ ー 式 の 圧 搾 機 、 振 動 ふ る い 装 置 、 パ ン

チ ン グ メ タ ル 及 び 網 を 用 い て プ ラ ス チ ッ ク 、 紙 、 袋 、 割 り 箸 、 金 属 、 甲 殻 類 な ど の 夾 雑 物

を 分 離 す る こ と を 特 徴 と す る （ １ ） ～ （ ３ ） の い ず れ か 一 項 に 記 載 の エ タ ノ ー ル 及 び 油 の

回 収 ・ 製 造 方 法 。

（ ５ ） 複 数 種 類 の 糖 分 、 塩 分 、 SS分 (懸 濁 固 形 物 分 )を 含 む 前 記 糖 化 液 の 濃 度 を 、 Brix計 (

屈 折 計 )を 用 い て 測 定 し 、 該 濃 度 が 規 定 値 の 範 囲 に 制 御 す る こ と を 特 徴 と す る （ １ ） ～ （

４ ） の い ず れ か 一 項 に 記 載 の エ タ ノ ー ル 及 び 油 の 回 収 ・ 製 造 方 法 。

（ ６ ） 前 記 ３ 相 式 遠 心 分 離 装 置 で 固 形 分 と し て 分 離 し た 残 渣 を 、 食 品 廃 棄 物 以 外 の 廃 棄 物

を 焼 却 ま た は 溶 融 す る 廃 棄 物 処 理 設 備 に て 処 理 し 、 そ の 際 に 発 生 す る 廃 熱 を 回 収 し た 蒸 気

を 、 前 記 ３ 相 式 遠 心 分 離 装 置 の 後 段 の 濃 縮 工 程 、 蒸 留 工 程 に 利 用 す る こ と を 特 徴 と す る （

１ ） ～ （ ５ ） の い ず れ か 一 項 に 記 載 の エ タ ノ ー ル 及 び 油 の 回 収 ・ 製 造 方 法 。

（ ７ ） 前 記 ３ 相 式 遠 心 分 離 装 置 で 固 形 分 と し て 分 離 し た 残 渣 中 の 水 分 を 温 風 通 気 乾 燥 、 好

気 発 酵 熱 を 用 い た 乾 燥 装 置 に て 乾 燥 処 理 し た 後 、 焼 却 も し く は 溶 融 処 理 す る こ と を 特 徴 と

す る （ １ ） ～ （ ６ ） の い ず れ か 一 項 に 記 載 の エ タ ノ ー ル お よ び 油 の 回 収 ・ 製 造 方 法 。

（ ８ ） 前 記 ３ 相 式 遠 心 分 離 装 置 で 固 形 分 と し て 分 離 し た 残 渣 を 、 嫌 気 発 酵 し 、 回 収 し た 可

燃 ガ ス を 廃 棄 物 の 焼 却 も し く は 溶 融 熱 源 、 ま た は エ タ ノ ー ル プ ラ ン ト の 加 熱 蒸 気 源 と し て

用 い る こ と を 特 徴 と す る （ １ ） ～ （ ７ ） の い ず れ か 一 項 に 記 載 の エ タ ノ ー ル お よ び 油 の 回

収 ・ 製 造 方 法 。

（ ９ ） 前 記 蒸 留 工 程 で エ タ ノ ー ル と 分 離 さ れ た 水 溶 液 を 、 前 記 糖 化 工 程 に 用 い る 加 水 液 と

し て 再 利 用 し 、 残 り の 水 溶 液 を 廃 棄 物 の 焼 却 も し く は 溶 融 工 程 で 噴 霧 処 理 す る こ と を 特 徴

と す る （ ６ ） に 記 載 の エ タ ノ ー ル 及 び 油 の 回 収 ・ 製 造 方 法 。

（ １ ０ ） 前 記 ３ 相 式 遠 心 分 離 装 置 に て 分 離 し て 得 ら れ た 油 分 を 油 水 分 離 、 ろ 過 の い ず れ か

若 し く は 双 方 の 工 程 に よ り 処 理 し た 後 に 再 生 油 燃 料 と し て 利 用 す る こ と を 特 徴 と す る （ １

） ～ （ ９ ） の い ず れ か 一 項 に 記 載 の エ タ ノ ー ル 及 び 油 の 回 収 ・ 製 造 方 法 。

（ １ １ ） 前 記 再 生 油 燃 料 を 隣 接 す る 廃 棄 物 を 焼 却 ま た は 溶 融 す る 廃 棄 物 処 理 設 備 の 燃 料 と

し て 利 用 し 、 前 記 廃 棄 物 処 理 設 備 で 使 用 す る 化 石 燃 料 を 削 減 す る こ と を 特 徴 と す る （ １ ）

～ （ １ ０ ） の い ず れ か 一 項 に 記 載 の エ タ ノ ー ル 及 び 油 の 回 収 ・ 製 造 方 法 。

（ １ ２ ） 前 記 ３ 相 式 遠 心 分 離 装 置 に て 分 離 し て 得 ら れ た 油 分 を エ ス テ ル 交 換 反 応 、 亜 臨 界

処 理 、 熱 処 理 等 に よ っ て バ イ オ デ ィ ー ゼ ル 燃 料 の 原 料 と し て 利 用 す る こ と を 特 徴 と す る （

１ ） ～ （ １ ０ ） の い ず れ か 一 項 に 記 載 の エ タ ノ ー ル 及 び 油 の 回 収 ・ 製 造 方 法 。
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（ １ ３ ） 前 記 油 分 に 混 入 し て い る 遊 離 脂 肪 酸 を 、 触 媒 と し て 濃 硫 酸 を 添 加 し ア ル コ ー ル と

反 応 さ せ る こ と に よ り エ ス テ ル 化 す る か 、 も し く は イ オ ン 交 換 樹 脂 を 触 媒 と し て ア ル コ ー

ル と 反 応 さ せ る こ と に よ り エ ス テ ル 化 し 、 遊 離 脂 肪 酸 濃 度 を 低 減 す る こ と を 特 徴 と す る （

１ ） ～ （ １ ２ ） の い ず れ か 一 項 に 記 載 の エ タ ノ ー ル 及 び 油 の 回 収 ・ 製 造 方 法 。

（ １ ４ ） 前 記 エ ス テ ル 交 換 お よ び ／ ま た は 前 記 エ ス テ ル 化 工 程 に 用 い る ア ル コ ー ル と し て

前 記 プ ロ セ ス で 精 製 し た エ タ ノ ー ル を 用 い る こ と を 特 徴 と す る （ １ ２ ） ま た は （ １ ３ ） に

記 載 の エ タ ノ ー ル 及 び 油 の 回 収 ・ 製 造 方 法 。

＜ 作 用 ＞

（ １ ） の 発 明 に よ れ ば 、 食 品 廃 棄 物 は 一 般 に 数 ％ の 油 分 を 含 み 、 配 管 閉 塞 や 発 酵 阻 害 な ど

の 原 因 と な る が 、 こ れ を 回 避 で き る 。 回 収 し た 油 分 は 、 植 物 油 を 主 成 分 と す る 高 発 熱 量 の

燃 料 で あ り 、 燃 料 等 に 有 効 利 用 す る こ と が で き る 。 例 え ば 糖 化 工 程 と 発 酵 工 程 の 間 で 水 溶

液 分 か ら ３ 相 分 離 に よ り 油 分 、 及 び 固 形 分 を 分 離 回 収 し 、 液 分 を 発 酵 部 に 送 る こ と に よ り

、 糖 化 槽 は 高 温 で 保 持 さ れ る た め に 、 油 の 粘 度 が 低 く 、 回 収 が 容 易 で あ る こ と 、 後 工 程 の

発 酵 工 程 で 油 分 が エ タ ノ ー ル 発 酵 を エ タ ノ ー ル 発 酵 を 阻 害 す る た め 、 そ の 阻 害 要 因 を 事 前

に 除 去 で き る こ と 、 以 降 の 工 程 で の 配 管 閉 塞 を 防 止 で き る こ と に よ り 、 メ リ ッ ト が よ り 大

き く な る 。

10



(17) JP  2013-176758  A   2013.9.9

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

フロントページの続き

(51)Int.Cl.　　　　　　　　　　　　　　 ＦＩ　　　　　　　　　　　　　　　　　　テーマコード（参考）

　 Ｂ０１Ｄ　36/00　　 (2006.01)　　　　　 Ｂ０９Ｂ　 3/00　　　　　Ｃ　　　　　４Ｈ００６

　 Ｃ１２Ｐ　 7/08　　 (2006.01)　　　　　 Ｂ０９Ｂ　 5/00　　　　　Ｚ　　　　　　　　　　

　 Ｃ１２Ｐ　 7/64　　 (2006.01)　　　　　 Ｃ０２Ｆ　 1/02　　　　　Ａ　　　　　　　　　　

　 Ｃ０７Ｃ　31/08　　 (2006.01)　　　　　 Ｂ０１Ｄ　36/00　　　　　　　　　　　　　　　　

　 Ｃ０７Ｃ　29/80　　 (2006.01)　　　　　 Ｂ０９Ｂ　 3/00　　　　　Ｚ　　　　　　　　　　

　 Ｆ２３Ｇ　 5/02　　 (2006.01)　　　　　 Ｃ１２Ｐ　 7/08　　　　　　　　　　　　　　　　

　 Ｆ２３Ｇ　 5/46　　 (2006.01)　　　　　 Ｃ１２Ｐ　 7/64　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Ｃ０７Ｃ　31/08　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Ｃ０７Ｃ　29/80　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Ｆ２３Ｇ　 5/02　　　　　Ｅ　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Ｆ２３Ｇ　 5/46　　　　　Ｚ　　　　　　　　　　

(72)発明者　羽島　康文

　　　　　　福岡県北九州市戸畑区大字中原４６－５９　新日鉄住金エンジニアリング株式会社内

(72)発明者　吉武　智郎

　　　　　　福岡県北九州市戸畑区大字中原４６－５９　新日鉄住金エンジニアリング株式会社内

(72)発明者　御手洗　重

　　　　　　福岡県北九州市戸畑区大字中原４６－５９　新日鉄住金エンジニアリング株式会社内

Ｆターム(参考) 3K065 AA24　AB01　AC01　AC12　BA01　CA01　CA02　CA09　JA05　JA18

　　　　　　　 4B064 AC03　AD85　AF02　AF03　AF04　CA06　CA21　CB07　CC03　CD09

　　　　　　　　　　 CD23　CE03　DA16

　　　　　　　 4D004 AA03　AA04　AA07　AA12　BA03　CA04　CA10　CA13　CA15　CA18

　　　　　　　　　　 CA20　CA22　CA28　CA29　CA42　CB13　CB21　CB31　CB36　CB50

　　　　　　　　　　 CC07

　　　　　　　 4D034 AA26　CA02　DA02

　　　　　　　 4D066 AA02　AB10

　　　　　　　 4H006 AA02　AD11　BD10　FE11


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	written-amendment
	overflow

